
 

 

 

 

 噓でつくられた世論形成                         
 

 

 

２月２１日、JR 総連榎本委員長と Y 君と N

君は、連合にＪＲ東労組の格差ベア根絶の方

針について説明しに行きました。 

Y 君は連合総合労働局長に対し「格差ベア

根絶のためにたたかいます。しかし、若者にベ

アを厚くすることはそれは格差ではありませ

ん」と言ったところ、連合総合労働局長は首

を傾げ、「そもそもあなた方は２ ０ １ ２ 年にこ

の制度をつくった時に、なぜその議論をやって

いなかったんですか。それはあなた方が問題

ではないですか」「指名ストに対しては避けてく

ださい」と言われました。 

しかし、N 君は「連合から賛同を得る！」

と噓の情報を出しました。 

すぐさま、連合からＪＲ総連に抗議の電話

があり、ＪＲ総連は総合労働局長をはじめ、

連合の仲間に謝罪にまわったところ「今後、

そういうことのないように」と指摘されました。 

 連合が賛同しているという情報は意図的に

つくられた噓だったのです。 
 

 

 

 「格差ベア根絶」という強大な要求を貫徹する組織的力量、会社との力関係、世論形成 

どれをとっても見誤ったと言えます。 

ＪＲ総連第３４回定期大会の榎本執行委員長あいさつで１８春闘の総括視点が提起されま

した。第 1 は、「格差ベア永久根絶」という要求が前進したのか。第 2 は、春闘を闘って組織

が強化されたのか。第 3 は、次なる闘いの展望は切り拓かれたのかです。以上の 3 点を総括す

ると、１８春闘の方針はことごとく頓挫していることが明らかになります。その点でも、１８

春闘の「格差ベア根絶」方針は間違いであったと言えます。 


